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令
和
三
年
度
生
坂
村
歳
入
歳

出
決
算
が
九
月
村
議
会
定
例
会

で
認
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
概

要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

第
六
次
総
合
計
画
の
二
年
目

を
迎
え
、将
来
像「
確
か
な
暮
ら

し
を
明
日
に
つ
な
ぎ 

明
る
く 

健
や
か
に
生
き
る
村
」の
実
現
に

向
け
て
当
計
画
、
過
疎
地
域
持

続
的
発
展
計
画
や
各
計
画
に
基

づ
き
、
住
民
福
祉
の
向
上
や
産

業
振
興
等
を
図
る
た
め
の
各
種

事
業
の
実
施
と
、
人
口
減
少
対

策
に
お
け
る「
生
坂
村
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」に

沿
っ
た
施
策
を
推
進
し
ま
し
た
。

高
齢
者
の
方
々
が
健
康
で
安

心
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、

保
健
事
業
と
介
護
予
防
を
一
体

的
に
取
り
組
み
、
福
祉
の
さ
ら

な
る
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

子
育
て
支
援
事
業
は
、
保
育

園
給
食
の
三
歳
以
上
児
主
食
無

償
化
を
新
た
に
加
え
、
子
育
て

世
代
の
経
済
的
な
負
担
軽
減
を

図
り
、保
健
事
業
で
は
、各
種
検

診
や
健
康
指
導
、
各
種
ワ
ク
チ

ン
接
種
や
出
産
祝
金
の
支
給
等

を
行
い
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
の
安
心
安
全
な
暮
ら
し
の

た
め
の
支
援
を
し
ま
し
た
。

産
業
振
興
事
業
で
は
、
県
営

中
山
間
総
合
整
備
事
業
に
よ
る

生
産
基
盤
整
備
が
計
画
的
に
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、山
村

活
性
化
対
策
事
業
を
活
用
し
、

道
の
駅「
い
く
さ
か
の
郷
」を
拠

点
と
し
た
地
域
の
産
業
振
興
を

推
進
し
て
い
ま
す
。
人
口
減
少

対
策
と
し
て
、
空
き
家
関
連
補

助
の
拡
充
や
若
者
定
住
促
進
住

宅
建
設
を
継
続
し
ま
し
た
。

子
ど
も
達
の
豊
か
な
環
境
づ

く
り
等
を
目
的
に
、
Ｂ
＆
Ｇ
海

洋
セ
ン
タ
ー
の
プ
ー
ル
改
修
、地

域
デ
ジ
タ
ル
化
に
向
け
、コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
や
電
子
マ
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（単位:万円）

※その他は、議会費、商工費、災害復旧費※その他は、使用料、繰越金、地方譲与税など
（普通会計とは一般会計と村営バスの特別会計を合計したものです）

令和２年度令和２年度

地方交付税

国庫支出金

県支出金

地方債

繰入金

村　税

その他

公債費

歳 入
令和３年度 25億7,316万円
令和２年度 27億1,853万円

歳 出
令和３年度 25億9,121万円
令和２年度 27億8,139万円

普通会計の歳入歳出普通会計の歳入歳出普通会計の歳入歳出

136,745120,523

42,00339,736

4,4197,995
9,89712,668

16,53816,541

23,26232,182

26,257
48,494

35,67330,705

その他 19,22713,326
消防費 6,3187,266

衛生費 11,97522,389

民生費 43,61444,772

総務費 74,20185,231

農林水産費 29,44636,897

教育費 23,82217,804

土木費 13,04013,463

令和3年度
生坂村の決算
議会9月定例会で認定
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ネ
ー
で
税
金
、料
金
等
の
支
払
い

が
で
き
る
よ
う
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
シ
ス
テ
ム
の
構
築
。ま

た
、産
業
・
経
済
の
担
い
手
の
確

保
の
た
め「
特
定
地
域
づ
く
り

事
業
協
同
組
合
」を
設
立
し
、人

材
の
育
成
を
図
り
地
域
の
活
性

化
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

引
き
続
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
が
猛
威
を
振

い
、住
民
生
活
や
行
事
、観
光
産

業
等
で
大
き
な
影
響
を
受
け
ま

し
た
。
国
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
、

村
民
全
員
に
一
万
円
分
の
生
活

応
援
商
品
券
の
配
布
や
プ
レ
ミ

ア
ム
付
き
商
品
券
の
発
行
に
よ

り
、
消
費
拡
大
を
促
し
地
域
経

済
を
支
え
る
よ
う
努
め
ま
し

た
。
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
と
し

て
ワ
ク
チ
ン
接
種
や
新
し
い
生

活
様
式
の
定
着
に
向
け
た
感
染

予
防
の
啓
発
等
必
要
な
措
置
を

講
じ
ま
し
た
。

簡
易
水
道
特
別
会
計
で
は
、

水
道
設
備
の
老
朽
化
が
進
行

し
、耐
震
性
も
乏
し
い
た
め
、三

年
度
は
五
箇
所
の
送
水
管
布
設

替
工
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

普
通
会
計
の
歳
入
総
額
は
二

五
億
九
，
一
二
一
万
円
で
特
別

定
額
給
付
金
の
皆
減
な
ど
に
よ

り
、前
年
度
比
六
．
八
％
減
、一

億
九
，
〇
一
七
万
円
の
減
額
と

な
り
ま
し
た
。地
方
債
は
、二
億

三
，
二
六
二
万
円
の
借
入
を
行

い
、事
業
の
財
源
と
し
ま
し
た
。

い
く
さ
か
応
援
基
金
か
ら
四
，

三
五
一
万
円
を
繰
り
入
れ
、
村

の
創
生
事
業
や
福
祉
分
野
で
貴

重
な
財
源
と
し
て
活
用
し
て
い

ま
す
。

歳
出
の
状
況
は
、重
点
施
策
、

普
通
建
設
事
業
等
の
実
施
に
よ

り
、総
額
は
二
五
億
七
，三
一
六

万
円
と
な
り
ま
し
た
。
財
政
運

営
の
将
来
負
担
軽
減
の
た
め
、

借
入
金
二
件
の
早
期
返
済
を
行

い
、公
債
費
は
二
億
六
，九
八
四

万
円（
早
期
返
済
八
，六
八
七
万

円
除
）
の
支
出
と
な
り
、
基
金

は
、二
億
八
，二
三
八
万
円
の
積

立
を
行
い
、
特
別
会
計
を
含
め

た
年
度
末
残
高
は
二
〇
億
九
，

九
三
〇
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
感
染
拡

大
状
況
や
社
会
経
済
情
勢
の
変

化
等
を
注
視
し
な
が
ら
、
今
後

も
限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
か
つ

効
率
的
に
活
用
し
、
重
点
事
業

の
推
進
お
よ
び
諸
事
業
の
充
実

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

会計区分 歳入総額 歳出総額 差引額

普
通
会
計

一般会計 258,161 256,439 1,722
（うち繰越額919）

村営バス 3,550 3,467

（会計間繰入） △ 2,590 △ 2,590

小　　計 259,121 257,316 1,805

福 祉 セ ン タ ー 8,480 8,478 2

簡 易 水 道 8,716 8,515 201

国 民 健 康 保 険 21,607 21,456 151

農 業 集 落 排 水 9,997 9,929 68

介 護 保 険 32,175 30,902 1,273

後期高齢者医療 2,989 2,989 0

小　　計 83,964 82,269 1,695

合　　計 343,085 339,585 3,500

会計別決算額 （単位：万円）

区　　　分 決算額 収入未済額 不納欠損額

村 民 税 6,590 10

固 定 資 産 税 8,909 52 38

軽 自 動 車 税 841

村 た ば こ 税 198

合　　計 16,538 62 38

村税の状況 （単位：万円）

「収入未済額」…その年度の歳入として調定した額のうち、会計
年度中に納入されなかった額のこと。この収入未済金は、翌年
度も引き続き徴収に努めることになります。

「不納欠損」…滞納分の徴収金が破産、死亡、行方不明等、何ら
かの理由により徴収できなくなったとして、その調定の金額を
消滅させること。（その処理を行った金額）

３年度増減 ３年度末計 会 計 名

財 政 調 整 基 金 11,429 63,738

一 般 会 計

減 債 基 金 13,795 38,590

土 地 開 発 基 金 0 1,917

ふ る さ と 育 成 基 金 0 1,860

地 域 振 興 基 金 63 63,165

ふ る さ と 水 と 土 基 金 0 706

地 域 福 祉 基 金 0 13,027

中山間地域活性化推進事業基金 0 1,018

福 祉 の 村 づ くり 推 進 基 金 1 1,724

ふるさと「いくさか」応援基金 △257 14,718

有線テレビジョン放送施設等管理運営基金 256 1,687

森 林 環 境 譲 与 税 基 金 △69 27

小　　計 25,218 202,177

国 民 健 康 保 険 基 金 1 7,744 国 保 特 別 会 計

福 祉 セ ン タ ー 基 金 0 9 福祉センター特別会計

介 護 保 険 支 払 準 備 基 金 0 0 介護保険特別会計

小　　計 1 7,753

合　　計 25,219 209,930

積立金（貯金）の状況 （単位：万円）

区　　分 令和３年度末現在高 令和２年度末現在高

普通会計 25億7,611万円 26億9,507万円

簡易水道 １億7,462万円 1億6,859万円

下 水 道 ３億4,377万円 4億 184万円
32億1082万円 32億1082万円

合　　計 30億9,450万円 32億6,550万円

村債（借金）の状況
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令和３年度に実施した主な事業令和３年度に実施した主な事業

保育所運営費……………………………………………6,390万円

児童手当支給事業………………………………………2,148万円

健やかに産み育む子育て支援事業……………………… 71万円

出産祝金支給事業…………………………………………270万円

母子保健事業……………………………………………… 65万円

子育て支援犀龍小太郎助成金…………………………… 88万円

※小学校ＩＣＴ学習環境整備事業（電子黒板）……… 57万円

スクールバス運行委託料…………………………………234万円

学級支援員・学校図書館司書配置事業…………………540万円

小学校音楽室エアコン設置工事…………………………134万円

※中学校ＩＣＴ学習環境整備事業（電子黒板）……… 57万円

中学校ICT機器共同調達負担金……………………………137万円

中学校図書室書架設置事業……………………………… 93万円

外国青年（ALT）招致事業… ……………………………380万円

児童館・児童クラブ事業…………………………………591万円

放課後子どもプラン推進事業…………………………… 28万円

児童館学習支援員配置事業……………………………… 58万円

北海道標津町中学生交流事業……………………………214万円

私学助成補助（６名）…………………………………… 12万円

奨学金（大学生２名）……………………………………108万円

学校給食各種補助金………………………………………641万円

文化系・体育系教室運営………………………………… 80万円

地域未来塾………………………………………………… 15万円

偉人マンガの製作と活用事業……………………………292万円

図書室図書購入……………………………………………106万円

令和３年・令和４年成人式……………………………… 39万円

イクラン！松本山雅FC（元気づくり支援金事業）……133万円

Ｂ＆Ｇ海洋センタープール改修工事…………………7,590万円

入学祝金（小学校13名・中学校13名・高校生12名）

……………………………………………………………… 64万円

健やかに子どもたちが育ち学び続けられる村づくり
子育て・教育・スポーツ・歴史・伝統・文化

伝染病予防対策事業

（うち子育て支援犀龍小太郎助成金44万円）… ………481万円

結婚祝金（３件）………………………………………… 30万円

福祉医療給付事業………………………………………1,192万円

社会福祉協議会事業補助金………………………………690万円

障がい者福祉事業………………………………………3,302万円

シルバー人材センター運営負担金………………………180万円

老人クラブ活動補助金等交付支給……………………… 48万円

後期高齢者医療広域連合負担金………………………3,104万円

養護老人ホーム措置費……………………………………643万円

長寿祝金事業（白寿４名・米寿19名）… ……………… 44万円

生きがい活動支援通所事業………………………………644万円

配食サービス事業…………………………………………225万円

高齢者生活福祉センター運営事業………………………824万円

有償運送サービス事業……………………………………734万円

病院群輪番制病院運営事業負担金……………………… 36万円

成人病予防対策事業………………………………………470万円

原油価格高騰対策補助……………………………………462万円

みんなが元気でにこにこ暮らせる村づくり
保健・医療・社会保障・福祉・人権

生坂村絆づくり支援金……………………………………140万円

移住定住及び空き家対策事業補助金……………………723万円

交通災害共済会費（全村民無料化）…………………… 33万円

区振興交付金（１０地区）………………………………437万円

安曇野松筑広域環境施設組合負担金……………………303万円

可・不燃ごみ処理委託料他………………………………935万円

穂高広域施設組合負担金………………………………1,984万円

簡易水道事業基本計画見直し業務委託…………………204万円

気象観測機器更新工事……………………………………250万円

消防団員防寒衣整備………………………………………107万円

災害リスクマネジメント事業（元気づくり支援金事業）

………………………………………………………………233万円

消火栓取替工事……………………………………………277万円

道路メンテナンス補助事業測量設計委託業務………2,006万円

気持ち良くゆったり暮らせる村づくり
生活基盤の整備・住環境・環境保護・安全安心

（※のついている事業は、国の新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用しました）
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県営中山間総合整備事業………………………………2,700万円

米の生産調整対策関連事業（村内一円）………………102万円

（公財）生坂村農業公社運営事業（保有合理化事業等）

……………………………………………………………4,390万円

農業次世代人材投資事業（経営開始型）………………750万円

中山間地域直接支払事業（8集落・43.2ha）

………………………………………………………………813万円

多面的機能支払交付金事業

（共同活動8地区・向上活動3地区）… …………………529万円

鳥獣害防除器具設置事業補助金（７件）………………139万円

生き活き生坂農業所得向上応援プログラム事業

（元気づくり支援事業）…………………………………455万円

中山間地の畔刈り応援事業（元気づくり支援事業）…299万円

松林健全化推進事業（空中散布防除、伐倒くん蒸処理）

………………………………………………………………624万円

ライフライン保全対策事業（村道支障木伐採）………425万円

ふるさと納税事業関係…………………………………7,237万円

※生活応援商品券………………………………………1,801万円

※いくさかマル得商品券発行事業補助金……………1,375万円

商工会補助金及び小規模事業指導費……………………500万円

山清路公園整備工事………………………………………385万円

活気にあふれにぎわいに満ちた村づくり
農林業の発展・商工観光の発展

子育て世帯への臨時特別給付金………………………2,110万円

子育て世帯生活支援特別給付金…………………………150万円

住民税非課税世帯等臨時特別給付金……………………800万円

新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業………549万円

新型コロナウイルスワクチン接種対策負担金………1,106万円

※敬老御祝商品券…………………………………………183万円

新型コロナウイルス感染対策支援（児童福祉施設）… 47万円

小中学校感染症対策等の学校教育活動継続支援……… 21万円

新型コロナウイルス対策

道路災害復旧工事（池沢）【繰越分】………………9,424万円 ８月豪雨災害復旧事業（雲根農業揚水機場）…………195万円

その他

広報いくさか発行業務……………………………………132万円

※キャッシュレス決済システム導入業務………………922万円

いくさか大好き隊事業（隊員16名）… ………………5,756万円

特定地域づくり事業協同組合事業………………………696万円

CATV障害修繕工事…………………………………………225万円

※オンライン会議通信機器整備………………………… 96万円

個人番号通知書・個人番号カード関連事業…………… 56万円

社会保障・税番号制度システム整備に係る委託料…… … 44万円

みんなで元気な村づくり
村民主体の村政（協働）・行政組織

村道維持修繕工事（28件）… …………………………2,146万円

除雪事業費…………………………………………………529万円

若者定住促進住宅建設工事……………………………5,134万円

住宅リフォーム等補助（４件）…………………………190万円
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■令和3年度決算に基づく生坂村の健全化判断比率
健全化判断比率（指標名） 生　坂　村 早期健全化基準 財政再生基準 解　　　　　　説

①実質赤字比率 − 15.00 20.00
標準財政規模に対する一般会計等（村では「一般」、「村
営バス」会計を言います）における実質赤字の割合

［参考：前年度／生坂村 ― ］

②連結実質赤字比率 − 20.00 30.00
標準財政規模に対する地方公共団体すべての会計に
おける実質赤字の割合

［参考：前年度／生坂村 ― ］

③実質公債費比率 7.2％ 25.00 35.00
標準財政規模に対する一般会計等が負担する元利償
還金、準元利償還金の割合の3 ヵ年平均

［参考:前年度/生坂村7.3%］

④将来負担比率 − 350.00
標準財政規模に対する一般会計等が将来負担すべき
実質的な負債の額の割合

［参考:前年度/生坂村 ―］

※当村では実質赤字、連結実質赤字、将来負担比率が生じなかったため、「―」 … 数値なしとなりました。

■令和3年度決算に基づく生坂村の資金不足比率
会　計　名 資金不足比率 経営健全化基準 解　　　　　　説

簡易水道特別会計 − 20.00 　
各公営企業会計における事業規模に対する資金の不足
額の割合 … 公営企業会計にあっては、生坂村は左記
の３会計があります。

［参考：前年度／生坂村3会計とも − ］

農業集落排水特別会計 − 20.00 　

福祉センター特別会計  − 20.00 　

※当村では資金不足が生じなかったため、「―」 … 数値なしとなりました。

生坂村生坂村のの財政健全化判断比率等財政健全化判断比率等のの状況状況

　財政健全化判断比率等の状況　財政健全化判断比率等の状況

　地方公共団体の財政の健全化を目的とした「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」により、市町村は

毎年度健全化判断比率を監査委員の審査に付して議会に報告し、公表することが義務づけられています。

　令和３年度の決算等の数値を用いて、健全化判断比率や資金不足比率を次のとおり算定し、８月に監査委員

の審査を受けて９月に議会へ報告を行いました。

◎村の財政状況について、健全化判断比率や解説に関する用語説明などは、
　生坂村ホームページで公表しておりますので、ご覧ください。
　　　　URL:http://www.village.ikusaka.nagano.jp

◎県内の状況は、長野県ホームページでもご覧いただけます。
　　　　URL:http://www.pref.nagano.jp
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第
二
四
回
生
坂
保
育
園
の
運

動
会
が
九
月
二
五
日（
日
）に
行

わ
れ
ま
し
た
。今
年
度
も「
子
ど

も
自
身
が
意
欲
的
、
自
主
的
に

取
り
組
め
る
運
動
会
」
と
い
う

こ
と
で
子
ど
も
達
の
考
え
を
各

種
目
に
反
映
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
年
齢
別
の
種
目
も
日

頃
、
子
ど
も
達
が
遊
ん
で
い
る

こ
と
を
競
技
に
し
ま
し
た
。

三
歳
児
は
宇
宙
を
テ
ー
マ
に

し
た
競
技
、リ
ズ
ム
で
は
宇
宙
服

を
着
て
元
気
に
踊
り
ま
し
た
。

え
、今
年
は
実
現
し
ま
し
た
。や

り
方
や
ル
ー
ル
を
小
さ
い
子
に

説
明
し
た
り
直
し
た
り
し
て
進

め
て
い
ま
し
た
。

四
、
五
歳
児
混
合
リ
レ
ー
で

は
チ
ー
ム
ご
と
に
そ
の
場
で
作

戦
会
議
を
し
て
走
る
順
番
を
決

め
て
い
ま
し
た
。
四
歳
児
と
五

歳
児
が
一
緒
に
走
る
場
面
が
あ

っ
た
り
、
走
る
ご
と
に
順
番
が

入
れ
替
わ
っ
た
り
と
、
各
チ
ー

ム
そ
れ
ぞ
れ
の
作
戦
で
白
熱
し

た
リ
レ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
の
運
動
会
は
、
規
模
を

や
や
縮
小
し
ま
し
た
が
、
子
ど

も
た
ち
は
自
分
た
ち
の
運
動
会

に
力
い
っ
ぱ
い
取
り
組
ん
で
、

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

四
歳
児
は
お
ば
け
ご
っ
こ
か

ら
発
展
し
た
ゾ
ン
ビ
と
の
戦
い

ご
っ
こ
。
自
分
で
作
っ
た
ゾ
ン

ビ
を
や
っ
つ
け
ま
し
た
。
す
る

と
、本
物
（
？
）
の
ゾ
ン
ビ
が
現

れ
て
追
い
か
け
ま
し
た
。

五
歳
児
は
松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ
か

ら
い
た
だ
い
た
バ
ン
ダ
ナ
を
身

に
着
け
て
サ
ッ
カ
ー
に
挑
戦
。

そ
の
後
は
竹
馬
競
技
に
移
り
ま

し
た
。

　
子
ど
も
達
は
楽
し
み
な
が
ら

自
分
の
力
を
発
揮
し
て
い
ま
し

た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
心
配
が
あ
り
今
ま
で
で
き

な
か
っ
た
玉
入
れ
。
年
長
児
が

新
し
い
玉
入
れ
の
や
り
方
を
考

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

を
活
用
し
て
保
育
園
の
大
型
遊

具
を
新
し
く
し
ま
し
た
。

未
満
児
増
加
に
伴
い
、
未
満

児
と
以
上
児
が
密
に
な
ら
ず
安

心
し
て
遊
べ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

「
生
坂
村
ら
し
さ
」「
自
然
に

調
和
し
た
色
彩
」「
子
ど
も
の
身

体
能
力
、筋
力
、五
感
な
ど
の
発

達
を
促
す
構
成
」
で
製
作
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

新
し
い
大
型
遊
具
は
カ
ラ
ッ

ト
リ
ン
が
描
か
れ
た
二
枚
の

壁
、隠
れ
家
風
の
遊
び
場
所
、生

坂
名
産
の「
お
や
き
」の
登
り
棒

等
々
、
随
所
に
遊
び
心
が
あ
り

ま
す
。

　
子
ど
も
達
の
第
一
声
は
、
や

は
り「
わ
ー
い
！
」で
し
た
。
工

事
の
様
子
を
毎
日
見
て
、
出
来

上
が
っ
て
い
く
過
程
を
見
て
い

た
の
で
楽
し
み
に
し
て
い
た
の

で
し
ょ
う
。

　
子
ど
も
達
は
カ
ラ
ッ
ト
リ
ン

を
な
で
た
り
床
下
の
空
間
で
の

鬼
ご
っ
こ
を
し
ま
し
た
。
丸
太

の
階
段
を
登
っ
て
行
く
と
隠
れ

家
に
入
り
ま
す
。
そ
の
中
を
秘

密
基
地
に
し
て
、
友
達
と
輪
に

な
っ
て
作
戦
会
議
を
始
め
て
い

ま
し
た
。
小
屋
の
煙
突
か
ら
青

空
が
見
え
ま
す
。
ワ
ク
ワ
ク
し

て
遊
ん
で
い
ま
す
。

　
主
に
未
満
児
が
安
心
・
安
全

に
遊
べ
る
よ
う
に
小
さ
な
複
合

遊
具
も
設
置
し
ま
し
た
。

ス
テ
ッ
プ
を
中
心
に
小
さ
な

滑
り
台
と
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
が
付

い
て
い
ま
す
。〇
歳
児
も
ハ
イ
ハ

イ
を
し
て
登
っ
て
い
き
ま
す
。

　
新
し
い
遊
具
で
友
達
と
い
っ

ぱ
い
遊
ん
で
身
体
も
心
も
大
き

く
な
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し

ま
す
。

生
坂
保
育
園

生
坂
保
育
園

運
動
会

運
動
会

大
型
遊
具
の

大
型
遊
具
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
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回
よ
り
も
盛
り
上
が
る
レ
ク
に

な
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

健
康
委
員
会

　
健
康
委
員
会
で
は
、「
全
校
の

み
ん
な
が
健
康
に
過
ご
せ
る
取

り
組
み
を
し
よ
う
」
と
い
う
目

標
で
活
動
し
て
い
ま
す
。一
学
期

は
、
給
食
の
身
じ
た
く
や
手
洗

い
に
つ
い
て
、
児
童
集
会
を
行

い
、全
校
の
み
ん
な
が
元
気
で
健

康
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
呼
び
か

け
ま
し
た
。今
は
、ク
イ
ズ
ラ
リ

ー
を
行
う
た
め
に
計
画
を
立
て

て
い
ま
す
。ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
を
通

し
て
、全
校
の
み
ん
な
に「
自
分

で
で
き
る
正
し
い
け
が
の
対
処

法
」を
知
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
自
分
の
体
に
関
心
を
も
っ

て
、
体
や
心
を
大
切
に
生
活
し

て
い
け
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。

図
書
委
員
会

　
図
書
委
員
会
で
は
、「
全
校
の

み
ん
な
に
図
書
館
の
使
い
方
や

楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
な
活
動
を
し
よ
う
」
と
い
う

目
標
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
今

は
、ペ
ア
読
書
に
つ
い
て
が
ん
ば

っ
て
い
ま
す
。ペ
ア
読
書
を
す
る

生
活
委
員
会

　
生
活
委
員
会
で
は
、「
全
校
で

意
見
を
出
し
合
い
、
み
ん
な
が

学
校
を
楽
し
い
と
思
え
て
、
笑

顔
が
多
い
学
校
に
な
る
取
り
組

み
を
し
よ
う
」
と
い
う
目
標
で

活
動
し
て
い
ま
す
。一
学
期
は
、

全
校
が
楽
し
く
な
る
よ
う
に
全

校
レ
ク
を
し
た
り
、
学
校
の
き

ま
り
を
確
認
す
る
た
め
の
ク
イ

ズ
ラ
リ
ー
を
や
っ
た
り
し
ま
し

た
。今
、取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

は
、く
じ
引
き
と
意
見
ボ
ッ
ク
ス

で
す
。朝
登
校
し
た
時
に
、く
じ

を
引
い
て
も
ら
い
、わ
く
わ
く
し

な
が
ら
笑
顔
で
一
日
を
ス
タ
ー

ト
で
き
た
ら
楽
し
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
二
学
期
に
も
全
校
レ

ク
を
計
画
し
て
い
ま
す
が
、
前

こ
と
で
、み
ん
な
に
本
や
読
書
の

楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
に
、
図
書
委
員
全
員
で
協
力

し
て
呼
び
か
け
た
り
、ク
ラ
ス
で

練
習
を
し
て
も
ら
っ
た
り
し
て
、

低
学
年
の
友
だ
ち
に
楽
し
ん
で

も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

一
〇
月
に
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
企
画

も
予
定
し
て
い
ま
す
。
委
員
の

仲
間
や
先
生
と
協
力
し
て
、
全

校
の
み
ん
な
が
、
図
書
館
に
来

る
の
が
楽
し
み
に
な
る
よ
う
に

い
ろ
い
ろ
考
え
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

環
境
委
員
会

　
環
境
委
員
会
で
は
、「
全
校
の

み
ん
な
が
ル
ー
ル
を
守
り
、
安

全
で
安
心
で
き
る
よ
う
な
活
動

を
し
よ
う
」
と
い
う
目
標
で
活

動
し
て
い
ま
す
。一
学
期
か
ら
、

掃
除
道
具
の
正
し
い
使
い
方
を

確
認
し
た
り
体
育
館
を
使
用
す

る
時
の
ル
ー
ル
を
話
し
合
っ
た

り
し
て
、
全
校
の
み
ん
な
に
伝

え
ら
れ
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い

ま
す
。
児
童
集
会
や
ク
イ
ズ
ラ

リ
ー
な
ど
、い
ろ
い
ろ
な
企
画
を

行
い
ま
し
た
。全
校
の
み
ん
な
が

関
心
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
く

れ
た
の
で
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、学
校
が
も
っ
と
清

潔
感
が
あ
っ
て
、楽
し
く
過
ご
せ

る
よ
う
な
活
動
を
し
て
全
校
に

広
め
て
い
き
た
い
で
す
。

生坂小学校
児童会活動紹介
生坂小学校では本年度「ニコニコ笑顔・モリモリ元気・ホワホワ
安心」を合い言葉に、みんなで協力して楽しい学校にしようとい
う目標に向かって、４つの委員会で活動しています。

小学校だより
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中学校だより

                         【職場体験学習で学んだこと・感想】 

牛越美音 

      さん 

今回の職場体験を通して「働く」ということの大切さ、そしてどれだけ大変なのかが分かりました。

服の品出しでは、服をハンガーにかける作業が大変でしたが、慣れてくると楽しかったです。将

来働く時までに、「人との関わり」などを学校や生活の中で学んでいこうと思いました。 

荻村巧大 

      さん 

働くということは、責任を感じ、自分の持てる力を全て出し切ることであり、その対価としてお金を

もらうことは実に合理的だと思いました。全体を通して、自分が想像していたよりも「責任」を感じ

ました。また、親や働いてくださる全ての方々がとてもすごいと思いました。 

小口真白 

      さん 

いつでもお客様を１番と考え、明るいあいさつや接客を行うことができてよかったです。また、手

際よく作業することの大切さも学んだので、これからもいろいろな場面で生かしていきたいです。

仕事のやりがいを見つけられると、意欲やモチベーションが上がっていいのかなと思いました。 

金元夢唯 
      さん 

商品を並べたりする仕事は、同じ作業を繰り返すことが苦手な私には少し合わないかなと思い

ました。ですが、お客様に商品の場所を聞かれた時すぐに答えることができたなど、人との関わ

りを持つことは自分に合っているかなと感じました。 

原田優歩 

      さん 

職場体験学習を通して、商品の並び順や服のたたみ方などが学べました。商品が期限順に並

んでいるのを初めて知って、今後の買い物に生かせそうだと思ったし、服のたたみ方も家で生か

せそうだと思いました。 

日岐愛美 

      さん 

服の置き方が分かったので、買い物に行ったときはグチャグチャにしておかないようにしようと思

いました。服売り場も食品売り場もどちらも楽しかったです。どちらの売り場も大変でしたがやりが

いがありました。バックルームは段ボールがいっぱいで少し迷子になりそうでした。 

平林翼紗 

      さん 

職場体験学習では、仕事がすごく大変でした。品出しが楽しかったですが、ずっと立って仕事し

ていて疲れました。将来、自分に合った仕事をしたいと思いました。職場の雰囲気は、みんな

明るくて、優しい人でした。分かりやすく教えてくれて、よく分かりました。 

藤澤恒亮 

      さん 

職場体験学習を通して、自分から進んであいさつすることや自分から気づいて行動することが

大切だと感じました。常に相手（お客様）のことを考えて行動すること、「誰かのため」に仕事を

することがどれだけ大変なことかを学べました。 

藤澤琴羽 

      さん 

今回の職場体験では、一人でテキパキと仕事をこなすことも大切ですが、自分の力だけで解決

できないときには、周りに協力してもらったり、一緒に考えたりすることが大切ということを改めて

感じました。今後に生かせることがたくさんあったので生かしていきたいです。 

澤颯真 

      さん 

自分は「働く」＝「お金」だと思っていましたが、職場の方の姿を見て、自分のことではなく他人の

ために働いているんだなと思いました。職場は、アットホームな感じで、第一にお客さんのことを

考えて、仕事を楽しんでいたところが印象に残りました。 

職 場 体 験 学 習 を 終 え て

夏休み中の８月１９日（金）、２２（月）の２

日間を使って「イオン豊科店」にご協力いただ

き、職場体験学習を行いました。今年はクラス

全員、同じ事業所で「働く体験」をしました。

基本的に２人でペアとなり、各階のフロアに

分かれて、商品整理や棚だし、接客などの活動

を行いました。生徒にとっては、本当に貴重な

体験となりました。ありがとうございました。
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八
月
六
日（
土
）に
開
講
し
た

下
生
坂
雲
根
地
区
の
ア
ー
ス
オ

ー
ブ
ン
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

は
、
一
〇
月
の
完
成
を
目
指
し

て
、
八
月
二
〇
日
（
土
）、
九
月

三
日（
土
）、一
七
日（
土
）と
製

作
を
メ
イ
ン
に
三
回
の
講
座
を

開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
製
作
作
業
で
は
、
ロ
ケ

ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
式
ア
ー
ス
オ
ー

ブ
ン
の
内
部
の
耐
火
レ
ン
ガ
を

積
み
上
げ
、
周
り
を
版
築
工
法

に
よ
り
地
元
の
土
を
混
ぜ
て
作

っ
た
材
料
で
突
き
固
め
て
い
き

ま
す
。

引
き
続
き
、
建
築
家
の
遠
野

未
来
氏
に
ご
指
導
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
参
加
者
で
作
業
を
行

い
ま
し
た
。

作
業
を
通
じ
て
、
物
や
道
具
を

少
し
で
も
長
く
、
大
事
に
使
う

と
い
う
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
ア
ク
シ

ョ
ン
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
も

の
と
感
じ
ま
し
た
。

一
〇
月
の
完
成
が
大
変
楽
し

み
で
す
ね
。こ
の
講
座
で
は
、こ

れ
ま
で
延
べ
六
六
名
の
方
に
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
、

松
本
山
雅
の
片
山
さ
ん
や
飯
田

さ
ん
に
も
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
講
座
を
盛
り
上
げ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

特
に
突
き
固
め
は
、
ア
ー
ス

オ
ー
ブ
ン
の
下
部
か
ら
少
し
ず

つ
、道
具
を
使
っ
て
、人
力
で
高

さ
を
上
げ
て
い
く
こ
と
か
ら
、

非
常
に
根
気
が
必
要
な
作
業
で

す
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
二
時

間
程
度
の
限
ら
れ
た
時
間
で
の

作
業
で
す
の
で
、
イ
ベ
ン
ト
の

時
間
外
は
、
い
く
さ
か
大
好
き

隊
を
中
心
に
作
業
を
進
め
て
い

ま
す
。

　
時
間
を
か
け
て
、
人
の
手
で

苦
労
し
て
作
り
あ
げ
た
も
の

は
、愛
着
が
生
ま
れ
ま
す
し
、大

切
に
使
お
う
と
い
う
気
持
ち
に

つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
の

村
づ
く
り
推
進
室
で
は
、
空

き
家
Ｄ
Ｉ
Ｙ
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

塾
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
九
月
ま
で
に
、
計
四
回
が
終

わ
り
、残
り
半
分
で
す
。現
在
ま

で
に
、壁
や
棚
を
壊
し
た
り
、畳

を
外
し
た
り
、
断
熱
材
を
天
井

と
床
に
入
れ
、
床
と
天
井
を
張

っ
た
り
と
、
着
々
と
進
ん
で
い

ま
す
。

　
素
人
に
と
っ
て
は
、
初
め
て

見
る
光
景
も
多
く
、
こ
う
し
て

家
が
出
来
上
が
っ
て
い
く
の
か

…
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
旧
教
職
員
住
宅
の
間
取
り
と

仕
上
が
り
予
定
は
図
の
と
お
り

で
す
。
は
て
終
わ
る
の
か
？
と

実
は
不
安
も
あ
る
の
で
す
が
、

勉
強
し
つ
つ
、
確
実
に
進
め
て

い
ま
す
。

い
く
さ
か
「
創
造
の
森
」

い
く
さ
か
「
創
造
の
森
」  

ア
ー
ス
オ
ー
ブ
ン

ア
ー
ス
オ
ー
ブ
ン

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
第
二
回
～
第
四
回
）

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
第
二
回
～
第
四
回
）

長
野
県

長
野
県  

地
域
発

地
域
発  

元
気
づ
く
り
支
援
金
活
用
事
業

元
気
づ
く
り
支
援
金
活
用
事
業

空
き
家
Ｄ
Ｉ
Ｙ
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
塾

空
き
家
Ｄ
Ｉ
Ｙ
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
塾  

開
催
中
！

開
催
中
！
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こ
ん
に
ち
は
。

　
や
ま
な
み
荘
の
お
や
き
作
り

に
携
わ
っ
て
い
る
坂
爪
で
す
。販

売
開
始
か
ら
早
二
年
、だ
い
ぶ
認

識
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な

り
、本
当
に
あ
り
が
た
く
思
っ
て

い
ま
す
。

　
私
の
任
期
も
あ
と
一
年
を
切

り
ま
し
た
。た
だ
ひ
た
す
ら
作
る

だ
け
で
な
く
、少
し
だ
け
遊
び
心

を
…
と
、
今
回
、一
〇
月
二
九
日

（
土
）と
三
〇
日（
日
）の
両
日
、ハ

ロ
ウ
ィ
ン
限
定
お
や
き（
甘
い
系

と
辛
い
系
の
二
個
セ
ッ
ト
で
五

〇
〇
円
）を
一
一
時
か
ら
道
の
駅

坊
な
美
少
年
に
変
身
し
て
き
て

い
ま
す
。

　
一
応
、里
親
希
望
の
方（
東
京

に
お
住
い
の
家
族
）が
い
る
の
で

す
が
、チ
ビ
す
ぎ
て
ま
だ
ト
ラ
イ

ア
ル
に
入
れ
ず
に
い
ま
す
。早
く

お
渡
し
で
き
る
よ
う
、し
ば
ら
く

一
生
懸
命
に
育
て
ま
す
。

 

（
坂
爪
　
紀
子
）

　
農
業
支
援
の
木
脇
で
す
。

　
生
坂
村
に
移
住
し
て
三
回
目

の
ブ
ド
ウ
の
収
穫
を
終
え
ま
し

た
。

　
昨
年
や
一
昨
年
は
日
照
り
や

い
く
さ
か
の
郷
で
販
売
し
ま
す
。

　
見
た
目
で
も
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
に
、ま
た
、少
し
糖

質
カ
ッ
ト
も
意
識
し
て
工
夫
し

て
み
ま
し
た
。

　
一
緒
に
楽
し
ん
で
く
だ
さ
る

方
に
お
届
け
で
き
た
ら
う
れ
し

い
で
す
。

　
そ
し
て
、生
坂
に
移
住
し
て
気

が
楽
に
な
っ
て
い
る
私
は
、ま
た

も
や
仔
猫
を
保
護
し
て
し
ま
い

ま
し
た（
笑
）。

　
昨
年
、
餓
死
寸
前
の
老
犬
と

片
目
を
失
っ
た
仔
猫
を
引
き
取

り
定
員
オ
ー
バ
ー
な
の
に
…
。

　
保
護
し
た
と
き
は
鼻
詰
ま
り

が
ひ
ど
く
、ミ
ル
ク
が
飲
め
ず
に

心
配
で
し
た
が
、治
療
の
甲
斐
あ

っ
て
、今
は
や
ん
ち
ゃ
で
甘
え
ん

多
量
の
雨
に
見
舞
わ
れ
ま

し
た
が
、今
年
は
五
月
の
雹

で
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た

被
害
を
受
け
ま
し
た
。私
の

畑
で
は
葉
が
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に

な
っ
て
全
て
落
ち
た
り
、枝

の
元
の
部
分
が
雹
で
抉
れ

て
し
ま
い
、も
う
だ
め
か
と

も
思
い
ま
し
た
が
、収
穫
は

で
き
な
い
も
の
の
な
ん
と
か
枝

を
生
や
し
な
お
し
て
来
年
に
向

け
て
持
ち
直
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、雨
除
け
ハ
ウ
ス
の
中
で

雹
の
被
害
を
免
れ
た
も
の
は
粒

が
大
き
く
肥
大
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　
毎
年
異
な
る
気
象
条
件
の
も

と
で
、毎
年
良
い
品
質
で
栽
培
す

る
こ
と
が
い
か
に
難
し
い
か
を

改
め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
一
年

と
な
り
ま
し
た
。

　
作
っ
た
ブ
ド
ウ
は
今
年
も
家

族
や
祖
母
に
送
り
ま
し
た
。毎
年

の
こ
と
で
す
が
、と
て
も
喜
ん
で

く
れ
て
作
り
手
と
し
て
農
業
に

や
り
が
い
を
感
じ
ま
し
た
。

　
自
分
の
畑
で
収
穫
で
き
る
ブ

ド
ウ
の
種
類
は
、こ
れ
ま
で
は
シ

ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
だ
け
で
し
た

が
、来
年
か
ら
は
違
う
品
種
も
採

れ
始
め
る
と
思
う
の
で
試
行
錯

誤
も
含
め
て
と
て
も
楽
し
み
で

す
。

　
こ
れ
か
ら
冬
に
向
け
て
、ブ
ド

ウ
の
畑
の
雨
除
け
の
修
繕
、新
た

に
使
っ
て
い
く
畑

の
整
備
な
ど
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　
大
好
き
隊
の
卒

業
後
の
独
立
に
向

け
て
、
準
備
を
進

め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

 

（
木
脇
　
洋
音
）

53
（通巻111号）

お
や
き
と
猫
と

お
や
き
と
猫
と

三
回
目
の
収
穫
を

三
回
目
の
収
穫
を

終
え
ま
し
た

終
え
ま
し
た

降雹被害を乗り越え収穫できた
シャインマスカット

降雹被害を受けたぶどうの葉や枝

ひと工夫を大切に

すくすく成長中！

無事、出荷の時
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検査内容
令和４年度の集団健診は

９時～ 時
月 日 金

お問い
合わせ 生坂村役場健康福祉課 ☎

★村の集団健診
すでにお申込みいただいている方は、１０月中旬に受診案内を送付
します。新たに希望される方は、お問い合わせください。

★医療機関で受ける個別健診
受診の際に医療機関で受けられる健診です。希望される方はお問い
合わせください。

★「人間ドック」
（日帰り：25,000円、１泊30,000円補助）

助成申請は健康管理センターで行っております。(後期高齢は住民課
でも可）受診後、領収書と検査結果、印鑑をお持ちください。

いずれかで健診受診いただくと、「193ポイント」を
10ポイント付与。

国保加入者・
７５歳以上の
皆さん

場所：健康管理センター

14



Vol.５１

＼１１月の歩こう部は、全２回の予定です／   

  １１月 ８日 (火）  午後２時
総合福祉センターあいりす(明科)前の駐車場集合 

旧国鉄篠ノ井線廃線敷コース 

１１月２２日 (火) 午後２時  
南部交流センター集合 

メタボ解消コース（下生野～日岐） 
歩いてお腹の脂肪を燃やしましょう！ 

2022

Nov.

雨天時は B&G 海洋センターで行う予定

ですが、状況により中止および内容が変

更される可能性があります。 

無線放送でご確認いただくか、電話でお

問い合わせください。 

服装・持ち物

・動きやすく、温度調整がしやすい服装

・歩きやすい靴 

（サンダル・ヒールは避けましょう）

・水分補給できる物

・１９３カード ・汗拭きタオル 

①手は膝の横に置き、やや前屈みに姿勢をとる。
②膝を伸ばし踵を上げ、太ももは下がるイメージ。
③この状態で 5秒静止する。左右交互に 3回行う。
④膝上と太ももの筋肉を意識して行う。

これを続けることで膝がしっかり上がるようになり転倒予防

に繋がっていきます！

自宅で無理なくトレーニングを行い、元気に過ごせる体力・筋力作りをしてみてください。

今回は、すねの筋肉を鍛えるトレーニングについて紹介します。  

   ぜひ、実践してみてください！！                   
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＜日程および内容＞

実施日 時 間 内 容

運動

講座

① ／ （木） 自分にあった運動で、ＳＴＯＰ動脈硬化！

講師 健康運動指導士 百瀬 みどり 氏

〔 コース〕のびのびストレッチコース ９：３０～１０：３０

～体を気持ちよくほぐすストレッチや筋トレを行います～

〔 コース〕いきいきエクササイズコース １０：４５～１１：４５

～体脂肪を燃やす有酸素運動やレクリエーションを行います～

◎運動のコースをどちらか選んで、ご参加ください。

体力に自信のある方は、２コース参加も可！

② ／ （火）

③ １／ （木）

④ ／ （木）

⑤ ／ ２（木）

病態

講座
２月上旬 １０：００～１１：３０ 高血圧予防講座

血液

検査
３月下旬 ９：００～

血液検査・身体計測・血圧測定

教室に参加された方が対象です。

＜場 所＞ 運動講座： ＆ 体育館 ２階 病態講座・血液検査：健康管理センター

＜持ち物＞ 運動講座：水分、タオル、１９３ポイントカード、上履き、運動のできる服装、マスク着用

＜お申込み方法＞ 月 日（火）までに、役場健康福祉課（健康管理センター）へ電話で

お申込みください。その際、ご希望の運動コースをお伝えください。１回のみの参加も可能です。

病態講座の参加をご希望の方は、その都度申し込みをお願いします。 

◎内科・整形外科等で治療中の方は、申込み前に主治医にご相談ください！

膝や腰など身体に痛みのある方、内科等で治療中の方は、運動が治療の

妨げになる場合があります。参加前に、主治医の先生へ相談していただき、

運動の許可を得てからご参加ください。

今年の健診結果はいかがでしたか？

「高血圧」「高血糖」「脂質異常」やメタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）は初期にはまったく

自覚症状がなく、放置しておくと動脈硬化を悪化させ、心臓病や脳卒中、腎臓病などの重大な病気を引

き起こす可能性が高くなります。

これらの進行を防ぐためには、「体を動かす習慣」と「食べるもの・食べ方」が大切です。自分一人で

は、なかなか体を動かす習慣がつかない方、食生活を見直したい方など、教室に参加してみませんか。

どなたでもご参加いただけます。

参加無料

 

【お申込み・お問合わせ】 生坂村役場健康福祉課（健康管理センター）

☎６９－３５００ 担当：金子

ののごご案案内内

生活習慣病を予防しましょう！

 

血圧高め

血糖高め

コレステロール高め
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親
族
で
成
年
後
見
制
度
を
利

用
し
て
い
る
方
、
こ
れ
か
ら
利

用
を
検
討
し
て
い
る
方
、
成
年

後
見
制
度
に
関
心
の
あ
る
方
を

対
象
に
「
成
年
後
見
人
等
の
つ

ど
い
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
認
知
症
や
精
神
障
が
い
、
知

的
障
が
い
の
あ
る
家
族
の
財
産

管
理
や
契
約
行
為
に
お
い
て
成

年
後
見
制
度
の
利
用
が
必
要
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　「
成
年
後
見
人
等
の
つ
ど
い
」

で
は
、
実
際
に
成
年
後
見
人
を

受
任
し
て
い
る
司
法
書
士
の
先

生
か
ら
成
年
後
見
制
度
の
概
要

や
制
度
利
用
の
タ
イ
ミ
ン
グ
等

に
つ
い
て
講
演
を
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

⃝

日
時

　
令
和
四
年
一
二
月
四
日（
日
） 

講
演
　

　
午
後
一
時
三
〇
分
～

　
午
後
三
時

個
別
相
談

　
午
後
三
時
～
午
後
四
時

　 （
先
着
順
）　
　
　

⃝

会
場

松
本
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン

　
令
和
四
年
一
一
月
一
日（
火
）

～
一
一
月
三
〇
日
（
水
）（
土
・

日
・
祝
日
を
除
く
。）
午
前
八
時

三
〇
分
～
午
後
五
時
十
五
分
ま

で
の
間
に
電
話
で
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。
個
別
相
談
を
希
望
さ

れ
る
方
は
申
込
み
の
際
に
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。

⃝

申
込
み
・
問
合
せ

　
松
本
市
社
会
福
祉
協
議
会
成

年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
か
け
は

し
　
☎︎
八
八-

六
六
九
九

⃝

そ
の
他
　
　
　

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
状
況
に
よ
っ
て
は
、

中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合

が
ご
ざ
い
ま
す
。そ
の
場
合
は
、

お
申
込
み
さ
れ
た
方
全
員
に
ご

連
絡
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

タ
ー
四
階
大
会
議
室

（
松
本
市
双
葉
四
番
十
六
号
）

⃝

内
容

①
講
演
、
質
疑
応
答

　「
成
年
後
見
制
度
を
学
ぶ
」
～

認
知
症
高
齢
者
や
障
が
い
者
を

い
か
に
守
っ
て
い
く
か
の
方
法

を
考
え
る
～

講
師
　
古
川
静
男
　
司
法
書
士

②
個
別
相
談

　
四
組
（
先
着
順
）

　
一
組
十
五
分
程
度

⃝

対
象
者

　
松
本
市
、
安
曇
野
市
、
麻
績

村
、生
坂
村
、山
形
村
、朝
日
村
、

筑
北
村
に
在
住
で

①
親
族
等
の
成
年
後
見
人
、
保

佐
人
、
補
助
人
に
な
っ
て
い
る

方②
成
年
後
見
制
度
の
利
用
を
検

討
し
て
い
る
方

③
成
年
後
見
制
度
に
関
心
の
あ

る
方

⃝

定
員
　
　

　
八
〇
名

⃝

参
加
費
　

　
無
料

⃝

申
込
み
方
法
　
　

　
献
血
さ
れ
た
血
液
は
、
血
液

の
病
気
・
大
き
な
手
術
な
ど
で

血
液
を
必
要
と
す
る
患
者
さ
ん

に
輸
血
を
し
て
日
々
生
命
を
救

っ
て
い
ま
す
。ま
た
、血
液
は
長

期
保
存
す
る
こ
と
も
、
人
工
的

に
造
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
安
定
し
て
医
療
現

場
に
血
液
製
剤
を
供
給
す
る
た

め
に
は
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
次
の
日
程
で
献
血

が
行
わ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
日
時
】

令
和
四
年
一
一
月
二
八
日

（
月
）

午
後
二
時
～
三
時
三
〇
分

【
場
所
】

　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

【
献
血
内
容
等
】

・
全
血
四
百
㎖

　
対
象
年
齢

　
一
八
～
六
九
歳

（
男
性
に
限
り
一
七
歳
か
ら

献
血
対
象
に
な
り
ま
す
。）

※
六
五
歳
以
上
の
献
血
に
つ
い

て
は
、
六
〇
歳
～
六
四
歳
の

間
に
献
血
経
験
が
あ
る
方
に

限
り
ま
す
。

【
定
員
】

　
三
〇
名
程

 

　「
１
９
３
カ
ー
ド
」
の
対
象

と
な
り
、
一
〇
ポ
イ
ン
ト
が
つ

き
ま
す
の
で
カ
ー
ド
が
あ
る
方

は
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

『
成
年
後
見
人
等
の
つ
ど
い
』開
催
の
お
知
ら
せ

『
成
年
後
見
人
等
の
つ
ど
い
』開
催
の
お
知
ら
せ

献
血
ご
協
力
の
お
願
い
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メタボリック症候群の予防・改善は、適正体重を維持することが基本になります。 

適正体重を維持するためには、運動と食事が大切です。 

≪運動について≫ 

ウォーキングなどを１日 30 分以上行うことが大切ですが、運動習慣のない方は、まず、１日 10

分体を動かすことから始めてみましょう。 

≪食事について≫ 

毎食（主食：ごはん、パン、麺など１品 ＋ 主菜：肉類、魚類、卵、大豆・大豆製品が中心の

おかず 1 品 ＋ 副菜：野菜類、キノコ類、海藻類が中心のおかず２品） ＋ １日のどこかの

時間帯で 牛乳、乳製品、果物 を摂りましょう。 

      今回のおすすめレシピは 

主食+主菜+副菜 大豆ミートを使ったタコライス

1人分 栄養価 
エネルギー501Kcal  たんぱく質 16.7ｇ 
脂質 13.5ℊ カルシウム 65.4㎎  食塩相当量 1.5ｇ 

☆この料理と一緒に、季節の果物などを 

組み合わせるとバランスが良くなります。 

（朝食か昼食で、果物を食べるのがおすすめです） 

材 料（２人分）

ごはん         ３００ｇ

大豆ミート（ミンチタイプ）

             ２０ｇ

水  適宜

牛豚ひき肉        ５０ｇ

玉ねぎ     １/２玉（７０ｇ）

サラダ油    大さじ１

トマトケチャップ  大さじ３

とんかつソース   大さじ１

カレー粉 小さじ２

こしょう    少々

トッピング

 レタス         ２枚

 トマト １/２個

 スライスチーズ     １枚

作り方

① 大豆ミートは湯に浸し柔らかくなるまで

（10 分程）浸けておく。玉ねぎはみじん

切りにする。 

② フライパンに油を入れてひき肉、水気を軽

く絞った①の大豆ミート、玉ねぎを炒め

る。肉の色が変わったら、カッコでくくっ

た調味料を加えて味をつける。 

③ レタスは太目のせん切りにする。トマト

は、ヘタの部分を取り除き 1.5 ㎝角に切

る。 

④ 皿にごはんを盛り、その上に②、③、スラ

イスチーズをトッピングする。 

メタボ予防のための★おすすめメニュー
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九
月
号
に
「
瓜
（
う
り
）」
の

写
真
を
掲
載
し
、
冬
場
の
「
売

り
」
を
開
拓
し
な
い
と
い
け
な

い
と
書
い
た
と
こ
ろ
・
・
・
。

『
駅
長
さ
ん
、瓜
の
収
穫
シ
ー

ズ
ン
は
夏
ま
で
で
、
生
坂
村
で

は
冬
に
瓜
は
獲
れ
ま
せ
ん
』
と

思
っ
た
方
が
い
た
と
か
い
な
い

と
か
（
笑
）。

村
民
の
皆
様
、
生
坂
村
民
歴

が
も
う
じ
き
二
百
日
を
迎
え
る

駅
長
で
す
。

さ
て
、「
い
く
さ
か
の
郷
」
に

は
、
魅
力
的
な
商
品
が
色
々
あ

り
ま
す
。

　
普
段
、
当
た
り
前
の
よ
う
に

食
べ
た
り
利
用
し
た
り
し
て
い

る
と
、
当
た
り
前
す
ぎ
て
そ
の

魅
力
に
気
づ
か
な
い
事
っ
て
け

っ
こ
う
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
当
た
り
前
を
改
め
て
発

信
し
て
み
る
と
、
そ
こ
に
「
興

味
」や「
共
感
」が
生
ま
れ
ま
す
。

　
で
、「
売
り
」か
ら「
瓜
」へ
展

開
し
た
話
の
答
え
は
、

を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
か
な
と

思
い
、
ポ
ッ
プ
で
訴
求
し
て
み

ま
し
た
。

結
果
、
冬
場
の
「
瓜
」
が
「
売

り
」
に
な
り
そ
う
な
予
感
♪

皆
様
、
駅
長
の
ポ
ッ
プ
に
騙

さ
れ
な
い
よ
う
に
（
笑
）

は
い
「
奈
良
漬
」
で
す
。

皆
さ
ん
は
、
普
段
何
気
な
く

食
べ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

私
の
知
る
奈
良
漬
は
、
色
が
も

っ
と
飴
色
の
二
、
三
年
漬
け
込

ん
だ
も
の
で
、
鰻
の
蒲
焼
き
の

箸
休
め
の
定
番
と
し
て
食
べ
て

い
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
生
坂
村
の
奈
良

漬
は
「
浅
漬
け
」
な
ん
で
す
ね
。

　
食
感
も「
パ
リ
ッ
パ
リ
ッ
」
と

し
て
、ま
る
で
数
の
子
を
食
べ
て

い
る
よ
う
な
感
覚
に
な
り
ま
す
。

　
そ
ん
な
発
見
を
観
光
客
の
方

に
知
っ
て
い
た
だ
け
ば
、
興
味

か
あ
さ
ん
家
の
看
板
商
品

『
い
く
さ
か
さ
ん
ち
の
梅
』の
梅

と
汁
を
利
用
し
て
開
発
さ
れ
た

梅
お
こ
わ
は
、主
に
イ
ベ
ン
ト
用

に
作
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
お

客
様
の
要
望
に
よ
り
、
毎
週
土

曜
日
に
い
く
さ
か
の
郷
で
販
売

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
第
三
土
曜
日
に
開
催

さ
れ
て
い
る『
い
く
さ
か
の
郷
特

産
市
』で
は
、早
い
時
間
に
売
り

切
れ
る
事
が
な
い
様
に
、
た
く

さ
ん
用
意
し
て
販
売
し
て
い
ま

す
の
で
、
皆
さ
ん
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

春
先
の
降
雹
に
よ
る
被
害
で

梅
の
量
や
品
質
が
心
配
さ
れ
ま

し
た
が
、
例
年
ど
お
り
美
味
し

い
甘
梅
漬
け
が
で
き
、
梅
お
こ

わ
に
も
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
て
い

ま
す
。甘
酸
っ
ぱ
い
梅
の
香
り
と

赤
し
そ
の
色
が
ほ
ん
の
り
ピ
ン

ク
色
に
染
ま
り
、
食
欲
を
そ
そ

り
ま
す
。

ま
た
、梅
お
こ
わ
と
共
に
イ
ベ

ン
ト
に
は
欠
か
せ
な
い
人
気
商

品
ぼ
た
餅
が
あ
り
ま
す
。
か
あ

さ
ん
家
の
ぼ
た
餅
は
、小
豆
煮
に

時
間
を
か
け
て
じ
っ
く
り
と
炊

き
、
練
り
上
げ
た
自
家
製
あ
ん

こ
の
美
味
し
さ
が
評
判
で
す
。

ま
た
、
春
先
は
よ
も
ぎ
の
新

芽
を
使
っ
て
ぼ
た
餅
を
作
り
ま

す
が
、
こ
の
時
季
限
定
の
春
の

訪
れ
を
感
じ
さ
せ
る
一
品
で
す
。

　
四
季
折
々
の
イ
ベ
ン
ト
に
は

欠
か
せ
な
い『
梅
お
こ
わ
』と『
ぼ

た
餅
』
を
た
く
さ
ん
用
意
し
て
、

皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ

『
か
あ
さ
ん
家
感
謝
セ
ー
ル
』

一
一
月
五
日（
土
）九
時
～

道
の
駅
い
く
さ
か
の
郷
だ
よ
り

道
の
駅
い
く
さ
か
の
郷
だ
よ
り

イ
ベ
ン
ト
商
品
が
人
気
で
す
！

か
あ
さ
ん
家

　
橋 

井  

春 

江

多
く
の
方
に
ぶ
ど
う
を
お

買
い
求
め
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

秋
・
冬
も
、
道
の
駅
に

ぜ
ひ
足
を
お
運
び
く
だ
さ

い
！
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令和４年度令和４年度
松くい虫空中散布松くい虫空中散布
安全確認調査報告安全確認調査報告

1. 調査の概要

　有人ヘリコプターによる薬剤空中散布の影響をみるため、薬剤散布区域近隣の 4箇所において大気及
び水を採取し、薬剤散布の成分を分析しました。大気の採取は古坂・鷺の平・上ノ原の 3箇所において
各 8回合計 24回、水の採取は湯ノ沢水源地 1箇所において 8回行いました。

①調査日時
　松くい虫空中散布は令和 4年 6月 24日（金）に行われました。大気の採取は、薬剤散布前の 6月 22
日（水）から散布 4日後の 6月 28日（火）までそれぞれの地点で 8回行いました。また、水の採取は、
薬剤散布前の 6月 22日（水）から散布 2ヶ月後の 8月 24日（水）まで行いました。

②調査項目
　空中散布で使用された農薬（エコワン 3フロアブル : ネオニコチノイド系殺虫剤）の主成分チアクロ
プリド 1項目を測定分析対象としました。

2. 調査結果

①気中濃度
　大気中の薬剤成分を分析した結果は以下のとおりです。分析項目のチアクロプリドは、24検体（3箇
所× 8検体）全て、定量下限値（0.05 μ g/㎥）未満でした。

調査日等 調査地点 結果

散布前 6月 22日（水） 日中
古坂 0.05 未満
鷺の平 0.05 未満
上ノ原 0.05 未満

散布当日 6月 24日（金）

散布中
古坂 0.05 未満
鷺の平 0.05 未満
上ノ原 0.05 未満

散布直後
古坂 0.05 未満
鷺の平 0.05 未満
上ノ原 0.05 未満

日中
古坂 0.05 未満
鷺の平 0.05 未満
上ノ原 0.05 未満
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②水中濃度
　測定分析した結果は以下のとおりです。分析項目のチアクロプリドは、散布前から散布２ヶ月後まで、
８検体全て定量下限値（０．０００１ｍｇ／㍑）未満でした。

　松くい虫防除のために空中散布された薬剤の影響を把握する目的で行った、散布前後の薬剤成分チア
クロプリドの気中及び水中濃度の測定分析結果は、いずれも定量下限値未満で全て推定気中濃度評価値
及び水質保留基準を下回っていました。
　このことから、調査地点付近においては、薬剤散布による人の健康を害するような影響はなかったも
のと考えられます。

調査日等 結果（mg/L） 天候 気温（℃） 水温（℃） 

散布前 6 月 22 日（水） 0.0001 未満 晴れ 21.5 12.0

散布当日 6 月 24 日（金） 0.0001 未満 曇り 21.5 11.0

散布翌日 6 月 25 日（土） 0.0001 未満 晴れ 30.0 13.0

散布 2 日後 6 月 26 日（日） 0.0001 未満 曇り 24.0 12.5

散布 5 日後 6 月 29 日（水） 0.0001 未満 晴れ 27.5 11.5

10mm 以上降雨後 7 月 4 日（月） 0.0001 未満 雨 23.0 11.5

散布 1 ヶ月後 7 月 24 日（日） 0.0001 未満 晴れ 26.0 9.0

散布 2 ヶ月後 8 月 24 日（水） 0.0001 未満 曇り 22.0 8.0

散布翌日 6 月 25 日（土）

早朝
古坂 0.05 未満

鷺の平 0.05 未満
上ノ原 0.05 未満

日中
古坂 0.05 未満

鷺の平 0.05 未満
上ノ原 0.05 未満

散布 2 日後 6 月 26 日（日） 日中
古坂 0.05 未満

鷺の平 0.05 未満
上ノ原 0.05 未満

散布 4 日後 6 月 28 日（火） 日中
古坂 0.05 未満

鷺の平 0.05 未満
上ノ原 0.05 未満
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一
般
社
団
法
人
長
野
県
林
業

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
会
に
よ
る

「
令
和
四
年
度
森
と
人
い
き
い

き
助
成
事
業
」を
活
用
し
て
、高

津
屋
森
林
公
園
内
の
屋
外
ト
イ

レ
施
設
の
改
修
と
、
山
菜
園
へ

遊
歩
道
を
整
備
し
ま
し
た
。

　
高
津
屋
森
林
公
園
は
、
平
成

一
一
年
度
に
開
発
整
備
さ
れ
た

施
設
で
あ
り
、
村
の
森
林
・
林

業
、
自
然
環
境
保
全
の
中
核
施

設
と
し
て
、
地
域
住
民
と
協
働

に
よ
り
、
特
用
林
産
物
の
振
興

や
都
市
住
民
と
の
交
流
等
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

（
Ｕ
Ｄ
）…
す
べ
て
の
人
に
使

い
や
す
い
デ
ザ
イ
ン

こ
の
事
業
は
、
県
内
の
森
林

の
公
益
性
を
発
揮
さ
せ
る
活
動

や
森
林
・
林
業
、
自
然
環
境
、
地

球
温
暖
化
対
策
、
生
活
環
境
整

備
、
地
域
づ
く
り
等
の
活
動
に

対
し
て
助
成
が
行
わ
れ
、
長
野

県
の
森
林
・
林
業
、自
然
環
境
保

全
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

毎
年
、村
内
外
か
ら
一
〇
〇
〇

人
以
上
の
来
園
が
あ
る
施
設
で

す
が
、
二
〇
年
以
上
前
に
建
設

さ
れ
た
公
園
施
設
等
は
、
年
齢

や
国
籍
等
の
理
由
に
よ
り
利
用

が
難
し
い
部
分
が
あ
り
ま
す
。

今
回
、
当
助
成
事
業
を
活
用

し
て
、
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
方

に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

に
配
慮
し
た
改
修
整
備
を
実
施

し
ま
し
た
。

※
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税

法
及
び
地
方
税
法
上
、
社
会
保

険
料
控
除
と
し
て
そ
の
年
の
課

税
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す

が
、
控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、

令
和
四
年
中（
令
和
四
年
一
月
一

日
か
ら
令
和
四
年
一
二
月
三
一

日
）
に
納
め
ら
れ
た
保
険
料
の

全
額
で
す（
令
和
四
年
中
に
納

め
ら
れ
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
過

去
の
年
度
分
の
保
険
料
や
追
納

さ
れ
た
保
険
料
も
控
除
の
対
象

と
な
り
ま
す
）。

本
年
中
に
納
付
し
た
国
民
年

金
保
険
料
に
つ
い
て
、
社
会
保

険
料
控
除
を
受
け
る
た
め
に

は
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の

際
に
、
保
険
料
を
支
払
っ
た
こ

と
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
日
本
年
金
機
構

か
ら
、
次
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で

「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険

料
）控
除
証
明
書
」が
対
象
者
宛

て
に
発
送
さ
れ
ま
す
の
で
、お
手

元
に
届
き
ま
し
た
ら
、
大
事
に

保
管
し
、
年
末
調
整
や
確
定
申

告
の
際
に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
発
送
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

①
令
和
四
年
一
月
一
日
か
ら
令

和
四
年
九
月
三
〇
日
ま
で
の

間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
さ
れ
た
方
…

令
和
四
年
一
〇
月
下
旬
か
ら

一
一
月
上
旬
に
か
け
て
順
次

発
送

②
令
和
四
年
一
〇
月
一
日
か
ら

令
和
四
年
一
二
月
三
一
日
ま

で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料

を
納
付
さ
れ
た
方（
①
の
対

象
者
は
除
く
）
…

令
和
五
年
二
月
上
旬
発
送

　
な
お
、ご
家
族（
配
偶
者
や
お

子
様
等
）の
負
担
す
べ
き
国
民
年

金
保
険
料
を
支
払
っ
て
い
る
場

合
は
、ご
自
身
の
国
民
年
金
保
険

料
に
加
え
、そ
の
保
険
料
に
つ
い

て
も
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
国
民
年
金
制
度
は
、
税
法
上

と
て
も
有
利
な
だ
け
で
は
な

く
、
老
後
は
も
ち
ろ
ん
不
慮
の

事
故
な
ど
、万
一
の
と
き
に
も
心

強
い
味
方
と
な
る
制
度
で
す
。

保
険
料
は
納
め
忘
れ
の
な
い
よ

う
キ
チ
ン
と
納
め
ま
し
ょ
う
！

森
と
人
い
き
い
き
助
成
事
業

森
と
人
い
き
い
き
助
成
事
業

　
　
高
津
屋
森
林
公
園
の
環
境
整
備

　
　
高
津
屋
森
林
公
園
の
環
境
整
備

国
民
年
金
保
険
料
は
全
額
が

国
民
年
金
保
険
料
は
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す
！

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す
！
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マ
ス
ク
の
下
大
丈
夫
？

当
た
り
前
に
な
っ
た
マ
ス
ク

生
活
で
す
が
、
マ
ス
ク
の
下
で

お
口
が
油
断
し
て
ポ
カ
ン
と
開

い
て
口
呼
吸
に
な
っ
て
い
ま
せ

ん
か
？

小
さ
い
頃
は
お
口
ポ
カ
ン
が

か
わ
い
い
の
で
す
が
、
あ
る
程

度
大
き
く
な
っ
て
か
ら
も
お
口

が
開
い
た
ま
ま
だ
と
ち
ょ
っ
と

だ
ら
し
な
く
み
え
て
し
ま
い
ま

す
。こ

の
口
呼
吸
、
私
た
ち
の
体

に
悪
影
響
を
も
た
ら
し
ま
す
。

（
残
念
な
こ
と
に
、最
近
子
供

の
口
呼
吸
の
割
合
が
増
え
て
い

ま
す
。）

　
本
来
、
人
間
の
体
に
と
っ
て

の
正
し
い
呼
吸
は
フ
ィ
ル
タ
ー

機
能
が
備
わ
っ
て
い
る
「
鼻
呼

吸
」で
す
。フ
ィ
ル
タ
ー
機
能
が

な
い
口
で
の
呼
吸
を
続
け
て
い

る
と
、
口
の
中
や
喉
が
乾
燥
し

て「
虫
歯
」「
歯
肉
炎
」「
感
染
症
」

「
歯
並
び
」「
い
び
き（
無
呼
吸
症

候
群
）」
の
ほ
か
、
口
周
り
の
筋

肉
が
衰
え
て「
顔
の
た
る
み
」に

も
つ
な
が
り
ま
す
。

吸
に
な
り
が
ち
で
す
。
歯
並
び

の
悪
さ
も
、
お
口
の
周
り
の
筋

力
が
弱
い
こ
と
や
、
舌
の
位
置

が
正
し
く
な
い
こ
と
な
ど
、
日

常
的
な
癖
か
ら
生
じ
て
い
る
場

合
が
多
く
あ
り
ま
す
。
早
め
に

歯
科
医
院
に
相
談
し
て
、
舌
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
併
用
し
て
歯

並
び
を
改
善
す
る
た
め
の
矯
正

治
療
も
行
っ
て
あ
げ
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

④
口
呼
吸
が
癖
に
な
っ
て
い

る
。

　
気
を
抜
く
と
口
呼
吸
に
な
っ

て
い
る
、
寝
て
い
る
と
き
に
口

呼
吸
に
な
っ
て
い
る
、
そ
ん
な

方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。「
鼻
呼
吸
促
進
口
閉
じ
テ

ー
プ
」
と
い
う
唇
を
閉
じ
る
た

め
の
テ
ー
プ
を
活
用
し
て
み
る

の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
対
処
療

法
に
は
な
り
ま
す
が
、
い
び
き

の
防
止
な
ど
の
効
果
も
あ
り
ま

す
。

 

生
坂
村
歯
科
診
療
所

　口
呼
吸
の
改
善

①
お
口
の
周
り
の
筋
力
が
弱
っ

て
い
る
。

お
口
を
閉
じ
て
い
る
状
態
が

疲
れ
て
し
ま
う
と
い
っ
た
場
合

は
、
お
口
の
周
り
の
筋
力
が
弱

い
可
能
性
が
高
い
た
め
、
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
な
ど
で
意
識
的
に
お

口
の
周
り
の
筋
肉
を
鍛
え
て
あ

げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
小
さ
い
お
子
様
の
場
合
、
お

口
を
閉
じ
る
筋
肉
が
発
達
し
て

い
な
い
た
め
に
口
呼
吸
に
な
り

が
ち
で
す
。「
か
ざ
ぐ
る
ま
」「
ピ

ロ
ピ
ロ
笛
」「
風
船
」
な
ど
遊
び

を
通
し
て
楽
し
く
口
輪
筋
を
鍛

え
ま
し
ょ
う
。
口
呼
吸
を
習
慣

付
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

②
鼻
炎
な
ど
で
鼻
が
つ
ま
っ
て

い
る
。

　
ま
ず
は
耳
鼻
咽
喉
科
で
の
診

療
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で

す
。意
識
的
に
口
を
閉
じ
、鼻
で

呼
吸
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

③
歯
並
び
が
悪
く
口
が
閉
じ
に

く
い
。

　
特
に
出
っ
歯
の
お
子
様
の
場

合
は
口
が
閉
じ
に
く
く
、
口
呼

今
年
も
新
米
を
い
た
だ
け
る

喜
び
。つ
や
つ
や
ホ
ク
ホ
ク
の
炊

き
立
て
ご
飯
。
農
家
さ
ん
毎
年

美
味
し
い
お
米
を
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。や
ま
な
み
荘
も
、

生
坂
産
新
米
を
使
用
し
て
い
ま

す
の
で
、食
堂
、テ
イ
ク
ア
ウ
ト

な
ど
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

一
〇
月
は「
海
鮮
丼
フ
ェ
ア
」

「
秋
の
味
覚
フ
ェ
ア
」
を
行
い
ま

し
た
。
旬
の
魚
の
お
い
し
さ
に
、

皆
さ
ん
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し

た
。ご
利
用
い
た
だ
き
、あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

　
一
一
月
か
ら
は
新
そ
ば
祭
り

と
し
て
、
お
じ
さ
ま
倶
楽
部
の

皆
さ
ん
に
育
て
て
い
た
だ
い
た
、

生
坂
産
そ
ば
を
ご
提
供
し
ま

す
。
豊
か
な
風
味
と
爽
や
か
な

の
ど
越
し
を
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。ま
た
、そ
ば
打
ち
体
験
も
行

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

お
問
い
合
わ
せ
、
ご
予
約
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
一
一
月
か
ら
二
月
は
忘
新
年

会
の
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
ま
す
。

村
内
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
四
回

済
ま
せ
た
方
も
多
く
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
す
。今
年
は
ぜ
ひ
、リ
ス

タ
ー
ト
忘
新
年
会
と
し
て
ご
計

画
く
だ
さ
い
。
や
ま
な
み
荘
で

は
各
プ
ラ
ン
を
用
意
し
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　
過
ご
し
や
す
い
秋
は
あ
っ
と

い
う
間
に
過
ぎ
て
い
き
ま
す
。こ

れ
か
ら
や
っ
て
来
る
寒
い
季
節

に
、
や
ま
な
み
荘
の
お
風
呂
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

歯
っ
ぴ
ー
た
い
む

ゆ
の
ん
び
り

湯
っ
た
り

や
ま
な
み
荘
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●「
イ
ン
ボ
イ
ス
」と
は

　
売
手
が
買
手
に
対
し
て
、
正

確
な
適
用
税
率
や
消
費
税
額
等

を
伝
え
る
も
の
で
す
。

具
体
的
に
は
、現
行
の「
区
分

記
載
請
求
書
」に「
登
録
番
号
」、

「
適
用
税
率
」
及
び
「
税
率
ご
と

に
区
分
し
た
消
費
税
額
等
」
の

記
載
が
追
加
さ
れ
た
も
の
を
い

い
ま
す
。

●「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
」と
は

売
手
で
あ
る
イ
ン
ボ
イ
ス
発

行
事
業
者
は
、
買
手
で
あ
る
取

引
相
手（
課
税
事
業
者
）か
ら
求

め
ら
れ
た
と
き
は
、
イ
ン
ボ
イ

ス
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん（
ま
た
、交
付
し
た
イ
ン
ボ

イ
ス
の
写
し
を
保
存
し
て
お
く

必
要
が
あ
り
ま
す
）。

◆
農
産
物
や
食
品
・
加
工
品
を

出
店
販
売
す
る
方
も
、
本
制

度
の
対
象
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

「
小
さ
な
エ
コ
　
積
み
重
ね
て

い
く
　
未
来
の
た
め
に
」を
統
一

テ
ー
マ
と
し
た
、
県
の「
き
れ
い

な
信
州
環
境
美
化
運
動
」
に
あ

わ
せ
て
、生
坂
村
で
も
ご
み
の
散

乱
防
止
意
識
の
向
上
と
環
境
美

化
の
推
進
を
図
る
た
め
、九
月
一

六
日（
金
）の
午
前
七
時
よ
り「
美

し
い
環
境
づ
く
り
一
斉
行
動
の

日
」を
実
施
し
ま
し
た
。

　
村
内
の
一
五
事
業
所
と
役
場

か
ら
、約
一
〇
〇
名
の
皆
さ
ん
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
、国
道
や
県

道
、村
道
周
辺
の
ご
み
拾
い
や
事

業
所
周
辺
で
の
美
化
活
動
を
行

っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
集
ま
っ
た
ご
み
の
量
は
、可
燃

ご
み
五
〇
㎏
、不
燃
ご
み
三
〇
㎏

で
、春
の
ご
み
ゼ
ロ
運
動
で
村
民

の
皆
さ
ん
に
回
収
し
て
い
た
だ

い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、ビ
ニ
ー

ル
袋
に
入
っ
た
弁
当
の
空
き
箱

や
空
き
缶
、ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、た

ば
こ
の
吸
い
殻
と
い
っ
た
ポ
イ

捨
て
ご
み
が
国
道
沿
い
に
特
に

目
立
つ
状
況
で
、相
変
わ
ら
ず
マ

ナ
ー
の
悪
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。
　

　
住
む
人
、そ
し
て
訪
れ
る
人
、

そ
れ
ぞ
れ
の
皆
さ
ん
が
快
適
に

過
ご
せ
、ま
た
緑
豊
か
な
自
然
環

境
を
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
た

め
に
も
、次
の
点
に
つ
い
て
引
き

続
き
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

◦
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
は
、や
め
ま

し
ょ
う
。

◦
マ
イ
バ
ッ
グ
、マ
イ
ボ
ト
ル
を

持
参
し
ま
し
ょ
う
。

◦
缶
、び
ん
、ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な

ど
は
資
源
と
し
て
分
別
し
、リ

サ
イ
ク
ル
し
ま
し
ょ
う
。

　
村
内
各
事
業
所
の
皆
さ
ま
に

は「
美
し
い
環
境
の
村
づ
く
り
」

の
推
進
に
ご
理
解
、ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
、早
朝
よ

り
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

ご
存
じ
で
す
か
？

ご
存
じ
で
す
か
？  

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

松
本
税
務
署

松
本
税
務
署  

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会  

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

「
美
し
い
環
境
づ
く
り
一
斉
行
動
の
日
」

「
美
し
い
環
境
づ
く
り
一
斉
行
動
の
日
」

開催日 時間 内容 会場 申込先

11月17日（木） 11：00～12：00 初級編※
松本税務署
３階　大会議室
（松本市城西2-1-20）
○駐車場に限りがありますの
で、公共交通機関のご利用を
お願いします。

先着20名（事前予約）
【初級編】受講の方
個人課税第一部門
☎︎0263-39-3261
【中級編】受講の方
法人課税第一部門
☎︎0263-39-3267

14：00～15：00 中級編※

11月18日（金） 10：30～11：30 中級編
15：00～16：00 初級編

12月13日（火） 11：00～12：00 初級編
14：00～15：00 中級編

12月14日（水） 10：30～11：30 中級編
15：00～16：00 初級編

※【初級編】消費税の基本的な仕組みから知りたい方向け　【中級編】インボイス制度を詳しく知りたい方向け
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（
★
…
参
加
可
能
）

★
絵
手
紙
教
室

各
々
好
き
な
物
を
モ
チ
ー
フ

に
絵
手
紙
を
作
り
ま
す
。

　
第
六
回
　
一
一
月
五
日（
土
）

★
地
域
未
来
塾（
中
学
生
）

信
州
大
学
生
を
講
師
に
そ
れ

ぞ
れ
好
き
な
科
目
を
学
習
し

ま
す
。

　
第
二
〇
回
一
一
月
五
日（
土
）

　
第
二
一
回
　
　
一
二
日（
土
）

　
第
二
二
回
　
　
二
六
日（
土
）

⃝

文
化
祭

公
民
館
活
動
や
、
個
人
や
仲

間
で
行
っ
て
い
る
日
頃
の
活

動
（
制
作
・
創
作
）
の
成
果
を

展
示
し
ま
す
。

期
日
　
一
一
月
　
三
日

（
木
・
文
化
の
日
）

～
一
三
日
（
日
）

★
金
戸
山
百
体
観
音
巡
り

ク
イ
ズ
を
解
き
な
が
ら
金
戸

山
山
頂
を
目
指
し
ま
す
。

期
日
　
一
一
月
　
三
日

　（
木
・
文
化
の
日
）

■
読
書
の
秋
を
楽
し
ん
で
、
山

雅
の
し
お
り
を
も
ら
お
う
♪

今
年
度
も
、読
書
の
秋
に
あ
わ

せ
て
図
書
室
を
利
用
さ
れ
た
方

に
松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ
の
人
気
選
手

の
し
お
り
を
差
し
上
げ
ま
す
。し

お
り
は
全
部
で
三
種
類
。人
気
選

手
三
名
そ
れ
ぞ
れ
が
プ
リ
ン
ト

さ
れ
て
い
て
、生
坂
村
仕
様
の
ガ

ン
ズ
く
ん
も
描
か
れ
て
い
る
特
別

製
で
す
。読
書
の
秋
、楽
し
み
な

が
ら
し
お
り
も
集
め
ま
し
ょ
う
。

■
図
書
室 

蔵
書
整
理
休
館

　

一
一
月
一
四
日（
月
）
～
一
一
月

二
二
日（
火
）ま
で

　
蔵
書
点
検
・
特
別
整
理
の
た

め
、
図
書
室
を
休
館
い
た
し
ま

す
。返
却
日
が
過
ぎ
て
い
る
書
籍

等
に
つ
き
ま
し
て
は
、順
次
連
絡

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

早
め
の
返
却
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。休
館
中
は
返
却
の
み
可
能

で
す
。返
却
の
際
は
、職
員
に
声

を
か
け
て
い
た
だ
く
か
、児
童
館

入
口
の
返
却
ポ
ス
ト
に
資
料
を

入
れ
て
く
だ
さ
い
。付
録
付
き
の

資
料
は
、館
内
の
職
員
に
直
接
返

却
し
て
く
だ
さ
い
。

　
午
前
九
時
～
一
二
時
半
頃

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
状
況
に
よ
り
中
止
・
延

期
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
承
知
く
だ
さ
い
。

★
イ
ク
ラ
ン 

松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ

松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ
の
協
力
を
い

た
だ
き
、
三
キ
ロ
と
一
〇
キ

ロ
の
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
走

り
ま
す
。

　
期
日
　
一
一
月
二
三
日

　（
水
・
勤
労
感
謝
の
日
）

一
一
月 

公
民
館
教
室

き
ま
し
ょ！

図
書
室

建
物
を

建
物
を

取
り
壊
さ
れ
た
方
へ

取
り
壊
さ
れ
た
方
へ

【
問
い
合
わ
せ
先
】

役
場
住
民
課
税
務
係

☎
〇
二
六
三-

六
九-

三
一
一
一
（
代
）

固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
て

い
る
建
物
で
、
解
体
工
事
等
に

よ
り
既
に
無
く
な
っ
て
い
る
場

合
で
も
、
課
税
台
帳
に
登
録
さ

れ
て
い
る
と
来
年
度
も
課
税
対

象
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

課
税
台
帳
か
ら
削
除
す
る
に

は“
建
物
滅
失
届
”の
提
出
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
今
年
の
一
月

一
日
以
降
に
建
物
を
解
体
さ
れ

た
方
は
、
一
一
月
三
〇
日
（
水
）

ま
で
に
住
民
課
税
務
係
へ
届
け

出
を
お
願
い
し
ま
す
。

■村工事入札結果（9月）� （単位：千円）
担当課
入札日 種�別 事　業　名 実施・納品場所 落�札�業�者 落札価格

振興課
令和4年9月21日

工事
令和４年度　生坂村定住促進
住宅（若者向け村営住宅）７号
棟建設工事

石原団地 生坂竹内工務店（有） 25,500

振興課
令和4年9月21日

工事
令和４年度　生坂村定住促進
住宅（若者向け村営住宅）８号
棟建設工事

石原団地 原田建設工房（株） 25,500

25



一
一
月
九
日（
水
）か
ら
一
一

月
十
五
日
（
火
）
ま
で
の
七
日

間
、「
お
出
か
け
は
　
マ
ス
ク
戸

締
ま
り
　
火
の
用
心
」
を
全
国

統
一
防
火
標
語
に
、
全
国
一
斉

に「
秋
の
火
災
予
防
運
動
」が
実

施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生

し
や
す
い
時
季
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
火
災
予
防
意
識
の
一
層

の
普
及
を
図
る
こ
と
で
、
火
災

の
発
生
を
防
止
し
、
高
齢
者
等

を
中
心
と
す
る
死
者
の
発
生
を

減
少
さ
せ
る
と
と
も
に
、
財
産

の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
毎
年
こ
の
時
期
に
実
施

し
て
い
る
も
の
で
す
。

今
回
は
、
住
宅
防
火
の
ポ
イ

に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を

定
期
的
に
点
検
し
、
十
年
を

目
安
に
交
換
す
る
。

　（
本
体
に
点
検
の
た
め
の
ボ
タ

ン
や
紐
が
付
い
て
い
ま
す
。）

③
火
災
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め

に
、部
屋
を
整
理
整
頓
し
、寝

具
、衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
は
、

防
炎
品
を
使
用
す
る
。

④
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す

た
め
に
、消
火
器
を
設
置
し
、

使
い
方
を
確
認
し
て
お
く
。

⑤
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由

な
人
は
、
避
難
経
路
と
避
難

方
法
を
常
に
確
認
し
、
備
え

て
お
く
。

⑥
防
火
防
災
訓
練
へ
の
参
加
、

戸
別
訪
問
な
ど
に
よ
り
、
地

域
ぐ
る
み
の
防
火
対
策
を
行

う
。

お
問
合
わ
せ
は

松
本
広
域
消
防
局
明
科
消
防
署

☎
〇
二
六
三-
六
二-

二
九
九
二

ン
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
コ
ロ

ナ
禍
で
自
宅
に
い
る
時
間
が
増

え
た
今
、家
族
や
地
域
で
防
火
・

防
災
に
つ
い
て
考
え
る
際
の
参

考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

【
住
宅
防
火

　い
の
ち
を
守
る

一
〇
の
ポ
イ
ン
ト
】

四
つ
の
習
慣

①
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な

い
、
さ
せ
な
い
。

②
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
燃
え
や

す
い
も
の
を
置
か
な
い
。

③
こ
ん
ろ
を
使
う
と
き
は
火
の

そ
ば
を
離
れ
な
い
。

④
コ
ン
セ
ン
ト
は
ほ
こ
り
を
清

掃
し
、
不
必
要
な
プ
ラ
グ
は

抜
く
。

六
つ
の
対
策

①
火
災
の
発
生
を
防
ぐ
た
め

に
、
ス
ト
ー
ブ
や
こ
ん
ろ
等

は
安
全
装
置
の
付
い
た
機
器

を
使
用
す
る
。

　（
例
え
ば
揚
げ
物
調
理
時
な

ど
、
鍋
底
の
異
常
な
過
熱
を

セ
ン
サ
ー
が
感
知
し
、
自
動

消
火
す
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。）

②
火
災
の
早
期
発
見
の
た
め

【防災アドバイス】

　松本広域消防局
　　　明科消防署
〈秋の火災予防運動について〉

 　

明
科
高
校
だ
よ
り

明
科
高
校
だ
よ
り

明
科
高
校
だ
よ
り

明
科
高
校
だ
よ
り

明
科
高
校
だ
よ
り

◎
明
科
う
ま
い
も
ん
市

　
九
月
三
日（
土
）に
開
催
さ
れ

た「
明
科
う
ま
い
も
ん
市
」に
生

徒
会
役
員
と
有
志
生
徒
が
参
加

協
力
を
し
ま
し
た
。
参
加
し
た

生
徒
か
ら
は「
思
っ
て
い
た
よ
り

も
広
い
年
齢
層
の
お
客
さ
ん
が

大
勢
来
て
く
だ
さ
り
、
明
科
地

域
の
活
気
を
感
じ
た
」「
コ
ロ
ナ

禍
で
地
域
の
方
々
と
の
関
わ
り

が
減
っ
て
い

る
中
、
貴
重

な
体
験
が
で

き
楽
し
か
っ

た
」と
い
う
感

想
が
聞
か
れ

ま
し
た
。

◎
安
曇
野
市
学
校
開
放
講
座

　
九
月
一
五
日（
木
）
に「
ボ
ー

ル
パ
ー
ク
で
あ
そ
ぼ
う
！
」九
月

二
一
日（
水
）に「
バ
ス
ケ
ッ
ト
を

楽
し
も
う
！
」
と
い
っ
た
学
校

開
放
講
座
を
開
催
し
た
と
こ

ろ
、
地
元
の
元
気
な
小
学
生
が

参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。「
丁
寧

に
教
え
て
も
ら
い
わ
か
り
や
す

か
っ
た
」「
ボ
ー
ル
を
投
げ
た
り

打
っ
た
り
、走
っ
た
り
楽
し
か
っ

た
」「
楽
し
い
練
習
ば
か
り
で
あ

っ
と
い
う
間
の
一
時
間
半
だ
っ

た
」と
い
っ
た
感
想
を
寄
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

◎
ス
ポ
ー
ツ
の
秋

感
染
警
戒
レ
ベ
ル
が
引
き
下

げ
ら
れ
、
各
種
運
動
部
の
大
会

も
徐
々
に
コ
ロ
ナ
前
の
様
相
に

近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、サ
ッ
カ
ー
部
は
念

願
で
あ
っ
た
Ｊ
Ｆ
Ａ
の
県
リ
ー

グ
三
部
昇
格
を
決
め
ま
し
た
。

観
客
の
大
歓
声
が
早
く
戻
っ

て
ほ
し
い
と
思
う
今
日
こ
の
頃

で
す
。

（
文
責
　
教
頭
　
堀
内
雅
司
）
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通
勤
手
当
及
び
家
族
手
当
な
ど

は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、中
小
企
業
・
小
規
模
事

業
者
等
に
対
す
る
賃
金
の
引
き

上
げ
の
環
境
整
備
、
雇
用
の
維

持
を
図
る
た
め
の
支
援
策
を
実

施
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

◦
最
低
賃
金
に
つ
い
て

長
野
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

☎
〇
二
六-

二
二
三-

〇
五
五
五

◦
助
成
金
に
関
す
る
こ
と

・
業
務
改
善
助
成
金

　
長
野
労
働
局
雇
用
環
境
・

　
均
等
室

☎︎
〇
二
六-

二
二
三-

〇
五
六
〇

・
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
助
成
金

　
長
野
労
働
局
職
業
対
策
課

☎︎
〇
二
六-

二
二
六-

〇
八
六
六

長
野
県
内
の
事
業
場
で
働
く

全
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る

「
長
野
県
最
低
賃
金
」
が
、
令
和

四
年
一
〇
月
一
日（
土
）か
ら
時

間
額
九
百
八
円
に
改
正
さ
れ
ま

す
。

　
こ
の
機
会
に
、
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、対
象
と
な
る
賃
金
は
、

通
常
の
労
働
時
間
・
労
働
日
に

対
応
す
る
賃
金
で
、
臨
時
に
支

払
わ
れ
る
賃
金
、精
皆
勤
手
当
、

〈「
産
後
パ
パ
育
休
」一
〇
月
開
始
〉

妻
の
産
休
期
間
中
に
夫
が
取
得
で
き

る「
産
後
パ
パ
育
休
」の
制
度
が
一
〇
月
一

日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。心
身
と
も
に
不
安

定
に
な
る
産
後
の
妻
の
ケ
ア
や
負
担
の

軽
減
に
つ
な
が
る
な
ど
、こ
ど
も
を
産
み

育
て
や
す
い
環
境
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

通
常
は
一
か
月
前
ま
で
に
勤
務
先
へ

申
請
が
必
要
で
す
が
、産
後
パ
パ
育
休
は

二
週
間
前
ま
で
。
労
使
が
合
意
す
れ
ば
、

休
業
中
も
限
定
的
に
仕
事
を
す
る
こ
と

も
認
め
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、ま
と
め
て
四
週
間
休
め
な
い
場

合
で
も
二
回
に
分
割
し
て
取
得
で
き
る

た
め
、家
庭
の
状
況
に
応
じ
て
利
用
で
き

ま
す
。
受
給
条
件
を
満
た
し
て
い
れ
ば
、

育
児
休
業
給
付
金
が
支
給
さ
れ
、社
会
保

険
料
の
免
除
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　
先
の
長
い
子
育
て
へ
の
男
性
の
か
か
わ

り
方
を
考
え
る
機
会
に
な
る
と
い
い
で

す
ね
。

　
秋
が
深
ま
り
、
早
く
も
こ
た

つ
が
恋
し
い
こ
の
頃
、皆
さ
ま
い

か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　
最
近
私
が
は
ま
っ
て
い
る
も

の
、そ
れ
は
ス
パ
イ
ス
カ
レ
ー
で

す
。無
性
に
食
べ
た
く
な
っ
た
日

か
ら
、カ
レ
ー
屋
さ
ん
を
食
べ
歩

く
こ
と
数
件
。
探
せ
ど
私
の
好

み
に
ピ
タ
リ
と
は
ま
る
味
に
は

出
会
え
ず
。
つ
い
に
自
分
で
作

り
始
め
て
し
ま
い
ま
し
た
。し
か

し
こ
れ
が
ま
た
難
し
い
。作
る
ほ

ど
に
混
迷
を
極
め
る
味
…
。
探

求
の
旅
は
今
週
も
続
き
ま
す
。

皆
さ
ま
の
こ
だ
わ
り
の
一
品
は

何
で
す
か
。

今
月
も
お
読
み
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。一
一

月
号
も
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
。

（
西
村
）

男女共同参画マンガで考えよう！

身近なジェンダー － 第7回 －
新

©段　丹映子　無断転載禁止
（「ちいさなジェンダー」ほおずき書籍）

長
野
県
最
低
賃
金
の

長
野
県
最
低
賃
金
の

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

編
集
後
記

編
集
後
記

↑チキンカレー（試作）

長野県最低賃金長野県最低賃金

９０８９０８
効力発生年月日 令和４年１０月１日

（改正前 時間額８７７円）

☆業種・年齢・雇用形態（正社員、パート等）
に関わらず、長野県内で働くすべての人に
適用される１時間当たりの賃金の最低額です。

長野県PRキャラク
ター「アルクマ」
©長野県アルクマ

時間額

円円

長野労働局 https://jsite.mhlw.go.jp/nagano-roudoukyoku/
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生坂村ホームページ

今
年
度
の
お
祝
い
の
対
象

者
は
、百
歳
の
方
が
三
名
、白

寿
の
方
が
三
名
、
米
寿
の
方

が
二
五
名
で
し
た
。

　
今
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
の
た

め
、昨
年
同
様「
い
く
さ
か
敬

老
の
日
」
の
式
典
開
催
が
見

送
り
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の

た
め
記
念
品
は
対
象
者
個
別

に
お
渡
し
す
る
こ
と
に
な
り
、

ご
自
宅
へ
お
届
け
し
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
米
寿
の
方
二
名

の
お
宅
へ
、九
月
一
九
日
の
敬

が
五
名
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　
今
年
度
も
い
く
さ
か
敬
老
の

日
の
式
典
が
見
送
り
と
な
り
ま

し
た
の
で
、
今
年
度
中
に
七
〇

歳
以
上
と
な
る
皆
様
に
は
、
村

長
の
ご
挨
拶
文
と「
い
く
さ
か

敬
老
の
日
や
ま
な
み
荘
限
定
商

品
券
」
三
千
円
分
を
九
月
末
に

お
贈
り
し
て
お
り
ま
す
。
商
品

券
は
お
使
い
い
た
だ
け
る
期
間

が
来
年
の
三
月
末
ま
で
と
な
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
お
早
目
に

お
使
い
く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
も
健
康
に
ご
留
意

い
た
だ
き
、
末
永
く
お
歳
を
重

ね
ら
れ
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

老
の
日
に
、村
長
・
地
元
の
民

生
委
員
が
訪
問
し
、
お
祝
い

状
と
お
祝
い
金
、
記
念
品
な

ど
を
お
渡
し
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。そ
の
他
の
方
に
つ

い
て
は
、
担
当
地
区
の
民
生

委
員
等
が
訪
問
し
て
お
渡
し

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
な
お
、一
〇
月
一
日
現
在
の

村
内
最
高
齢
の
方
は
一
〇
七

歳
の
男
性
、続
い
て
一
〇
二
歳

の
女
性
で
、
百
歳
以
上
の
方

は
、
他
に
今
年
度
中
に
百
歳

以
上
に
な
る
方
を
含
め
女
性

百
歳
・
白
寿
・
米
寿
の
お
祝
い

百
歳
・
白
寿
・
米
寿
の
お
祝
い

河合 温
おん

 ちゃん（2歳）
小舟／徳修さん・由紀さん

こんげつの

いい顔

公園あそびが大好き！

散歩大好き！

わが家の推しメン

小梅
（３歳・ジャックラッセルテリア）

（下生野 /滝沢　修吾さん）


